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【本領域の目的】 

分子と光の間の相互作用を介して、特徴的な振

る舞いが観察対象に現われる。こうした現象を活

用してバイオイメージング技術を開発する試みを

狭義の「レゾナンスバイオ」と呼ぶ。本領域は、

分子をデザインする研究者と光をコントロールす

る研究者の集いを基本に、分子と光の間の相互作

用を究めて革新的なバイオイメージング技術を開

発することを目的とする。さらに、バイオイメー

ジングを中心に据えた学際的な共同研究を推進し

て、様々な生物学分野におけるパラダイムを揺り

動かす試みを「レゾナンスバイオ」の名のもとに

行う。 

 
 

【本領域の内容】 

本領域はリベラルな体制を基本とする一方で、

領域全体で頭を捻るべき重要テーマを流動的に掲

げる。「未来の超解像イメージングや生体深部イ

メージングに求められる技術は何か？」「曖昧な

ストレスを体系的に分析するイメージングとは？」

「多様な階層レベルを自由に往来するズームイ

ン・アウトとは？」「巨大容量のデータを捌くに

は？」「イメージングにおける次元とは？」など

のテーマを理論的・実践的に議論し、現代バイオ

イメージングが孕む問題を共有する。 

本領域は、光―分子間相互作用に関わる技術革

新を進めながら、公募研究においては、領域の発

展に必須と思われるバイオイメージング技術、例

えば電子や音波を扱う技術を組み入れることも考

えている。これにより光と電子、光と音のコラボ

レーションを図る。また、ライフサイエンス以外

の分野（たとえばソフトウエア開発）からの参画

を促す。 

研究成果の発信は２つの戦略で行う。第一に、

技術開発および発見などの成果は論文およびWeb 

を使って世界に発信する。第二に、バイオイメー

ジングの技術と知識（本領域の成果物および一般

的なもの）の普及については、わが国の研究者に

向けて行う。 

 

【期待される成果と意義】 

本領域における、バイオイメージング技術の学際

的開発によって、生物学研究者の多様な要求・要

望に応えるべき幾つかの標準技術が形成されてい

くと期待される。適切な標準化によって、色素、

光学機器、ソフトウエアを包括するバイオイメー

ジング技術産業が活性化される。 

これからの医薬品開発においては、高精度の創

薬技術が求められている。生きた細胞・個体を用

いるバイオイメージング技術の活用により、生理

的な状況下での薬効評価技術が進歩すれば、有効

で副作用の少ない医薬品が効率よく開発できるよ

うになる。本領域で展開するバイオイメージング

技術開発は、学術的な成果発信を経て、近未来に

は製薬のような産業界に波及、遠未来には健康で

豊かな国民生活の実現に貢献すると期待される。 

 
【キーワード】 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 27 年度－31 年度 
  1,198,000 千円 
 

【ホームページ等】 
http://reso.m.ehime-u.ac.jp 
 


